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子どもたちの明るい笑顔･未来と民族教育の発展のために  

兵
庫
ひ
ま
わ
り
信
用
組
合
は
同
胞
社
会
の

｢

ウ
リ
・
ウ
ネ
ン｣

、
多
く
の
同
胞
が
一
番
身
近

に
感
じ
る
信
頼
と
存
在
感
の
あ
る
金
融
機
関

と
し
て
地
域
社
会
に
密
着
し
、
貢
献
し
て
下 

さ
っ
て
お
り
ま
す
が
、
昨
年
創
業
二
十
周
年
を

機
に
ウ
リ
ハ
ッ
キ
ョ
支
援
事
業
を
多
方
面
に

渡
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

昨
年
七
月
に
学
園
児
童
・
生
徒
全
員
へ
の
ク

オ
カ
ー
ド
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
皮
切
り
に
、
県
下

六
校
で
行
わ
れ
る
愛
校
節
で
は
ス
タ
ッ
フ
等

と
し
て
ご
協
力
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
で
は
２
０
０
万
円
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
、

そ
し
て
学
園
教
職
員
全
員
に
記
念
品
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
等
頂
き
ま
し
た
。 

県
下
全
校
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
ペ
で
は

残
念
な
が
ら
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
達
成
者
が
い

ら
っ
し
ゃ
ら
ず
、
予
算
二
百
万
円
を
学
園
に
寄

贈
し
て
下
さ
り
県
下
全
て
の
学
校
に
分
配
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
温
か
い
ご
支
援
に
心

よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

去
る
二
月
二
五
日(

土)

、
神

戸
文
化
ホ
ー
ル
中
ホ
ー
ル
に

て
「
兵
庫
県
外
国
人
学
校
協
議

会 

交
流
会2

0
2
3

」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

神
戸
市
内
ウ
リ
ハ
ッ
キ
ョ

３
校
を
含
む
協
議
会
８
校
と

招
待
校
で
あ
る
親
和
中
学
校
・

女
子
高
等
号
学
校
、
兵
庫
県
立

神
戸
高
等
学
校
の
児
童
・
生
徒

が
出
演
し
、
音
楽
に
と
ど
ま
ら

ず
各
学
校
の
特
色
を
演
出
で

き
る
多
様
な
発
表
を
行
い
ま

し
た
。 

当
該
イ
ベ
ン
ト
を
兵
庫
県

並
び
に
神
戸
市
の
後
援
、
神
戸

東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
協

賛
を
頂
き
、
約
七
〇
〇
名
の
県

民
、
参
加
校
児
童
・
保
護
者
・

関
係
者
な
ど
の
参
加
の
下
、
国

兵庫県外国人学校協議会 交流会 2023 開催 

(交流会リーフレット) 
(イラスト：神戸朝高美術部 洪柚菜) 

際
交
流
・
多
様
性
・
平
和
の
意

義
を
伝
え
な
が
ら
地
域
の
親

睦
を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

特
に
神
戸
朝
鮮
高
級
学
校

の
舞
踊
「
高
句
麗
チ
ャ
ン
ゴ
の

舞
」
、
神
戸
朝
鮮
初
中
級
学
校

の
吹
奏
楽
「
疾
風
怒
涛
」
、
そ
し

て
西
神
戸
朝
鮮
初
級
学
校
の

舞
踊
「
私
た
ち
の
幸
せ
」
は
日

頃
ウ
リ
ハ
ッ
キ
ョ
で
学
ん
で

き
た
民
族
的
伝
統
や
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
い
か
ん
な

く
発
揮
さ
れ
る
素
晴
ら
し
い

発
表
と
な
り
、
観
衆
の
大
き
な

拍
手
を
頂
き
、
民
族
教
育
の
意

義
や
生
活
力
、
そ
し
て
多
文
化

共
生
社
会
実
現
の
為
の
存
在

価
値
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

場
と
な
り
ま
し
た
。 

(神戸朝鮮初中級学校 吹奏楽部) (西神戸朝鮮初級学校 舞踊部) (神戸朝鮮高級学校 舞踊部) 

創
業
二
十
周
年
記
念
事
業 

松本幸三組合理事長より 
学園に 200 万円が寄贈 

(2023 年 3 月 27 日) 
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幼稚班 便り スクールバス購入プロジェクト 

初級部 便り 中級部 便り 
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今年度、本校幼稚班 4名、

初級部 15 名は、尼崎朝鮮初中

級学校との合同授業・合同保

育という形で 2023 年度、新た

にスタートしました！ 

 希望と期待と少しの不安

も抱きながら、児童園児た

ちは、決意新たに新しい環

境、そして伊丹朝鮮初級学

校の学生・園児としての誇

りを胸に今年度もより躍進

していくことでしょう。 

 合同授業・合同保育にな

っても伊丹ハッキョは引き

続き北阪神地域の拠点とし

ての役割を担っていくこと

でしょう。 

2023 年度スタート 

合同授業・合同保育開始 

本校では園児・児童１９名による始業式が行われました。 

「新たな気持ちで、変わらぬ気持ちで」環境や場所が変わってもく

じけず、希望をもって前に向かっていこう！ 

「変わらぬ気持ち」、それは伊丹ハッキョの一員としての誇り。 

「新たな気持ち」、それは新たに始まる合同授業・合同保育に向け

ての決心です。 

みんな、「また伊丹ハッキョで集まろう！」と約束を交わし、  尼

崎ハッキョのトンムたちと力を合わせてよりいっそう前進しようと

語り合いました。 

これからも新生伊丹のチャレンジに暖かいご応援、ご協力の程 

よろしくお願いします！ 

第 76 回 卒業式 

 

去る 3 月 21 日、当校第 76 回卒業式が行われました。 

当日、5 名の第７６期卒業生は保護者、在校生、教職員

そして地域同胞の暖かい祝福の拍手の中、愛する母校を巣

立っていきました。 

卒業生たちはいつも陽気で前向きで、そして何事にも全

力で取り組み、いつも周りから愛された伊丹ハッキョ自慢

の５人でした。 

胸を張り遠くを見据えたまなざしにまだ幼さの残る卒業

生たちですが、当日ほど凛々しく頼もしく思えたことはな

かったことでしょう。 

保護者の皆さま、地域同胞の皆さま！ 

本当に今日までコマプスンニダ！ 

伊丹第７６期生に栄光あれ！ 
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【
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
概
要
】 

ウ
リ
ハ
ッ
キ
ョ
を
ご
支
援
く
だ
さ

る
方
の
会
で
す
。
皆
様
の
会
費
を

各
学
校
に
て
教
育
設
備
の
充
実
な

ど
運
営
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

会
費
は
毎
月
も
し
く
は
一
年
毎

に
ご
指
定
の
金
額
、
方
法
で
集
金

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

ご
入
会
く
だ
さ
い
！ 

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
に 

兵
庫
朝
鮮
学
園 

【
集
金
方
法
】 

以
下
の
方
法
よ
り
お
選
び
く
だ
さ
い
。 

① 

各
学
校
指
定
の
口
座
で
の
自
動 

引
落
し 

② 

集
金
代
行
サ
ー
ビ
ス
利
用
で
の 

自
動
引
落
し 

 

※
金
融
機
関
を
問
い
ま
せ
ん
。 

③ 

そ
の
他
の
方
法(

手
集
金
な
ど) 

④ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト(

シ
ン
カ
ブ
ル)

を 

利
用
し
て
の
自
動
送
金 

学
校
法
人
兵
庫
朝
鮮
学
園

で
は
各
学
校
の
厳
し
い
経
営

状
況
の
中
、
子
ど
も
た
ち
の

明
る
い
笑
顔
を
守
る
べ
く
二

〇
一
八
年
二
月
に
サ
ポ
ー
タ

ー
ズ
ク
ラ
ブ
を
設
置
し
、
多

く
の
方
々
よ
り
温
か
い
ご
支

援
・ 

ご
協
力
を
賜
り
ま
し

た
。 こ

の
場
を
お
借
り
い
た
し

ま
し
て
心
よ
り
の
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。 

我
々
は
昨
年
、
兵
庫
朝
鮮

学
園
の
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
す
る
研
究
活
動
を
教
職

員
の
み
な
ら
ず
、
卒
業
生
や

地
域
同
胞
の
ご
助
力
も
い
た

だ
き
な
が
ら
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。 

今
後
、
世
界
的
に
は
人
工

知
能
な
ど
の
よ
り
一
層
の
発

展
に
よ
り
社
会
構
造
が
変
化

し
、
所
謂S

O
C
I
E
TY

5
.0

の
時

代
を
迎
え
る
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。 

激
変
す
る
社
会
に
対
応
し

う
る
人
材
育
成
の
為

S
T
E
A
M

教
育
が
唱
え
ら
れ
、
政
府
で

はG
I
G
A

ス
ク
ー
ル
構
想
を
打

ち
出
し
、
教
育
そ
の
も
の
が

変
わ
ろ
う
と
し
て
お
り
ま

す
。 そ

し
て
こ
こ
で
も
、
政
府

は

I
C
T

教
育
環
境
構
築
の
た

め
のG

I
G
A

ス
ク
ー
ル
構
想
の

助
成
金
よ
り
外
国
人
学
校
を

除
外
し
て
お
り
ま
す
。 

当
学
園
で
は
こ
れ
か
ら
も

児
童
・
生
徒
が
あ
ふ
れ
る
情

報
に
流
さ
れ
な
い
情
報
リ
テ

ラ
シ
ー
を
備
え
、
炳
と
く
ら

む
な
ど
に
負
け
な
い
民
族
的

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
ー
を
し
っ
か

り
と
持
ち
、
多
文
化
共
生
社

会
に
貢
献
し
う
る
次
世
代
の

人
材
育
成
の
為
邁
進
し
て
い

く
所
存
で
す
。 

し
か
し
、
少
子
化
等
に
よ

る
児
童
・
生
徒
数
の
減
少
に

加
え
、
高
校
無
償
化
や
幼
保

無
償
化
よ
り
の
除
外
を
は
じ

め
助
成
金
の
削
減
・
廃
止
な

ど
制
度
的
差
別
、
長
引
く
不

況
と
物
価
高
騰
な
ど
学
校
運

営
は
厳
し
さ
を
増
す
ば
か
り

で
す
。 

さ
て
、
当
学
園
で
は
よ
り

広
範
な
方
々
よ
り
の
ご
支
援

を
頂
け
ま
す
よ
う
、
こ
の
度

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
一
口

(シンカブル QR コード) 

運
動
の
送
金
方
法
を
よ
り
拡

充
い
た
し
ま
し
た
。 

従
来
の
銀
行
自
動
引
落

し
・
郵
便
局
で
振
込
に
加
え

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
の
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ

で
あ
る
シ
ン
カ
ブ
ル
を
利
用

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

当
サ
イ
ト
で
は
の
銀
行
振
り

込
み
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

決
済
・A

m
a
z
on

 
Pa

y

に
よ
る

ご
協
力
方
法
を
設
置
い
た
し

ま
し
た
。 

六
月
よ
り
新
た
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
も
実
施
い
た
し
ま
す
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ

ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
下
記 

 

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
し
く
は
「
シ

ン
カ
ブ
ル 

兵
庫
朝
鮮
学

園
」
と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。 

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
、
イ
ン
フ
レ
の
影
響
な
ど

経
済
的
不
況
等
に
よ
り
厳
し

い
中
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

今
後
と
も
子
ど
も
た
ち
の
明

る
い
未
来
と
笑
顔
を
守
る
た

め
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 


